
系
図
を
描
画
す
るE

M
k
e
i
z
u

環
境
の
基
本
的
な
使
用
法
を
述
べ
ま
す
。

系
図
をE

M
k
e
i
z
u

環
境
内
に
記
述
し
ま
す
。

各
人
物
は
、
コ
マ
ン
ド\

e
d
a

の
引
数
と
し
て
記
述
し
ま
す
。

枝
分
か
れ
が
起
き
る
と
こ
ろ
で
は
、ed

a
{
.
.
.
}

に
引
き
続
い
て
、bu

n
k
i

環
境
を
置
き
ま
す
。

一
例
で
す
。

親

子
１

孫
11

孫
12

孫
13

子
２

子
３

孫
31

と
い
う
系
図
の
ソ
ー
ス
リ
ス
ト
は
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、EM

k
e
i
z
u

環
境
に
は
、
縦
横
間
隔
の
調
整
な
ど
を
す
る
た
め
の
オ

プ
シ
ョ
ン
引
数
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
梱
のt

o
k
u
g
a
w
a
.
t
e
x

で
解
説
し
ま
す
。

\begin{EMkeizu}

\eda{親}

\begin{bunki}

\eda{子１}

\begin{bunki}

\eda{孫 \rensuji{11}}

\eda{孫 \rensuji{12}}

\eda{孫 \rensuji{13}}

\end{bunki}

\eda{子２}

\eda{子３}

\begin{bunki}

\eda{孫 \rensuji{31}}

\end{bunki}

\end{bunki}

\end{EMkeizu}
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